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20世紀に入り高木敏雄 (1876~ 1922)、南方熊楠(1867~ 1941)などによって本格的に展開
された比較説話学は、 1920年代に孫-晋泰(1900~ 1960年代中半か)、鍾敬文(1903~ 2002) 
らによって、東アジアへと展開されることになる 10
柳田国男(1875~ 1962)とともに『郷土研究』を編集した高木は、まだ確立されていない新
















































































柳田国男「雑報紹介朝鮮の迷信と俗伝(楢木末実著)J (1巻 12号、 1914年2月)















その後を追跡する作業も求められる。上記の第 1~拐の f郷土研究j 寄稿者の中で朝鮮説話集を公
刊したのは、高木敏雄、田中梅吉(1883~ 1975)、松村武雄 (1883~ 1969)である。













5人の中で説話研究に関わったのは、田中梅吉と清水兵三で、ある 110 また、 1922年から新義州
普通高等学校教師を歴任した寺門良隆(1885~ ?、 1917年当時福井県から愛媛県立宇和島中学



















1917.3、朝日新聞 1917年9月初日広告第五版、 1918年版(課外教育お伽文庫第 6編)、
1923・4・5年版。
高木敏雄 f教~II 日本昔ぱなしj 後篇(1923 年版以降は f教訓児童昔ぱなしj に改題)、敬文館、
1917.6、1918年版(課外教育お伽文庫第 7編)、 1923・4・5年版。












に該当する 4冊を除く 9冊の「童話集jは、 1912年以降に刊行されて版を重ねている。イソッ
プ寓話などの刊行が早く、これらの「童話集jの刊行は、読売新開の連載と深く関わっていると
思われる。
高木は 1911年 1月5日から 1916年 12丹28日まで約 6年間にわたり、読売新聞に民間説話を
連載している。 1911年 1月5日から 1912年4月7Bまでは「新伊蘇普物語j、「続新伊蘇普物語j、
「又新伊蘇普物語」を相次いで連載している。読者からの反響があり、続編が次々と連載された
-9 
ことが判る。その後、 1912年8月1日から 1913年 1月31日までは「家庭童話新版御伽草子J
を連載し、 1913年2月2日から 1914年4月2日までは「世界童話珍妙御伽百面棺jという見































































2-3亀は蔦年(朝鮮民間伝承) 14亀の年齢 Enshoff21 
4孫作の親爺(朝鮮民間伝承) 50 1卒の親爺 Ensho百44
5-7伯人岳(朝鮮民間伝承) 1新j甫島 Ensho百28
14借金取(朝鮮民間伝承) 30借金取 Enshoff39 
151~皇居と和尚(朝鮮民間伝承) 31和尚の敵討 Enshoff40 
21二人馬鹿(朝鮮民間伝承) 21ニ人伴侶 Enshoff29 
22-26欲張長者(朝鮮民間伝承) 3馬鹿な金満家 Ensho百27
27牛に成った放蕩息子(朝鮮民間 24牛に成った大臣の子 Enshoff25 
伝承)





62虎と噺玖手(朝鮮民間伝承) 44虎と噺!れ手 Enshoff32 
80明日は何時(朝鮮民間伝承) 51明日 Enshoff48. 
モチーフ類似










































にも多少の変化が見られる。新聞に連載された <33寒中の街>、 <39因ったお嫁さん>、 <147
小豆のお粥>、 <252虎と狐>の4話は単行本には載せられず、新たに 25話が収録された。

























































て 1922年から 29年まで社会課に勤めた。 1920年に新設された社会課は 1931年から 35年まで
一時廃止されており、それも影響したのか、 1930年には朝鮮総督府総督官房の外事課に移り、
翌年から 1934年まで慶尚高道統営郡の郡守[郡の長]を勤めた。 1933年夏、統営郡には台風に



























青丘同人「民間伝承に現はれた朝鮮の社会相Jr朝鮮社会事業j1926年 10丹、 4巻 10号
青j玉向人 f売笑問題に関して鹿倍生氏の批判に答ふJr朝鮮社会事業J1926年 11月、 4巻
11号







青丘IpJ人「朝鮮童話おなら競べJr朝鮮社会事業j1927年 6月、 5巻 6号
青丘清水兵三「朝鮮童話騎馬の卵Jr朝鮮社会事業j1927年 7月、 5巻 7号
清水兵三「縦書横書可否論Jr朝鮮社会事業j1927月7丹、 5巻 7号
清水兵三「羽織、 j習衣、ワイシャツ廃止論Jr朝鮮社会事業j1927月8月、 5巻 8号
青玉清水兵三「朝鮮童話仲人八百Jr朝鮮社会事業J1927年8丹、 5巻 8号
青丘清水兵三「朝鮮童話女夫波Jr朝鮮社会事業j1927年 9月、 5巻 9号
清水兵三「支那の社会事業(上)Jr朝鮮社会事業J1927年9丹、 5巻 9号
清水兵三「支那の社会事業(下)Jr朝鮮社会事業j1927年 10月、 5巻 10号
青丘清水兵三「朝鮮童話山僧の恋Jr朝鮮社会事業j1927年 10丹、 5巻 10号
青丘清水兵三「朝鮮童話賭事JW朝鮮社会事業j1927年 11月、 5巻 11号










































































I~心出 J 説話を比較すると、下記の{表 7] のようになる。
-18-
{表7]I無心出J説話の対照表
高木 f日韓共通|清水「新婚の夜J1927 I高木 f瓜の種子JI田島泰秀「新婚のお
の民間説話 J f新日本教育昔i噺j I鹿J192337 
1912 1 11917 




婿君は三下り半 jすることになった(中 i略)泊ってゐた婿殿 iしまった(中略)月
で御免蒙ってし I1略)月満ちて生れたの!は、何と思ったか、 i満ちて生れた子供
まった(中i略) Iは玉の様な男の子、今 i黙って起って、自分 iを無心出と名づけ
月満ちて玉の男 iならば私生児とでも iの家へ帰って了つ I(中略)書堂えも通
子を設けた。名 i届出るのだが其[l寺は iた(中略)月満ちて、 jう様になったが、ど
を"無心出"とつ|無心に産んだから、そ i玉のやうな男の子 iうも書堂の子供た
けた(中略)無!の児の名前を無心出!を生んた。無心出と iちが(t:j:Jru各)ひやか
心出も通学する iとつけて(中略)無心 j名をつけて(中略) 1すので(中略)I (中
ようになった i出は成長するにつれ i学校へ通ふやうに 1u場)毘を放らぬ人が
が、友達が(中 iて学校へ行きたが(中 i成った。(中u密)友 i此の世に居るかいJ
略)時i弄す(中|略)学友どもは(中略)1 達がi輯弄ったり (I~:J 1 Iでも私のお父さ
I!l告)主人が『ど iからかった(中略) 1略) r馬鹿、世の I~:J 1 んは、お母さんが嫁
こに毘をひらぬ 1Iだってオナラを務 jに毘をひらぬもの i入った晩に毘を放
ものがあるか iさぬ奴があるものか iがあるかjと親が怒 iったので、愛想を尽
えj。無心出『そ iとJいふと、すかさず j鳴りつける。 f其で iかして出て行った
れじゃ、私のお l無心出は。「デモ僕の iは何故旦那は、奥様 1 (中略)J (中略)主
母様も婚礼の晩 iお母さんは婚礼の晩!と別れて了ったの i人が初めて事情を
におならをなす iにオナラを落した J1ですかJ と児が云 i覚り、此の子の素性
ったんだワ(中 I(中略)自分の子供で iふ。(中略)元の通 iを開くと、果して我


























で、この娘も、いつし i でありまして、 ~l~が短かく|ぢゃああるまい、と忠ふと大変
か年頃になった、そこ|て、 IIJ~がくりくりして、歯!な Ill] 違である。毛がぴかぴか光
で親達は何んでも世界 jが小さくて鋸のやうに鋭く iって、天鵡滅のやうに柔軟で限




アノ日様だらうのう JI事にして、可愛がって、育 iが大層喜んで育て， (仁1:1ll各)世
( 1:1:11出)土屯の親は太|てました。(1:11会)世界で一!の!こ1:1で一番強刊、者と云ったら、





のi前j五諒1へ頭を{低氏げげ、て!呼願P荘組if[ひ i て (付+11略1培i洛各) 殺i田3丑!1鼠主気しは石の御 i る下の地のj底まに穴を括掘iつて、棲
ました(中i略I陪洛告)I (1+1j略Ii治告)I J地也i蔵t誌友様のところへ行つて iんでゐる奴がある o (中略)土
苦々が一番偉いといふ I( 1=1:1 1告)私の iごの地の中に Ii廷のところへ嫁入をすること
ことは全く気が付かな i桜:んでゐて、年から年 1::1穴 iに成った。どんな嫁入だつがら
かった、これでヤツト iを掘って仕様の舎i与しE奴がゐ lう。僕は其を見物したが、大j苦







































高木は「高木禿山人jという筆名で、 f読売新聞jに19lO年 11月26Iヨから翌年 1月15日ま








































呉羽 中部 近畿 中面 九州
虎 4-4 l 4 6 8 
虎狼 5 7 5 38 18 
Z良 61 121 34- 70 16 
その他 11 8 6 23 6 
なし 9 7 2 19 8 









































































































19高木敏雄 f新日本教育昔i新j敬文館、 1917年、 1-2頁。
20 r読売新聞.11917年6月21日付の「忽再版新日本教育昔i新J広告を参照。
~1 ドイツの教父エンスホフが報告した 51 篇の「朝鮮の話 Koreanische ErzahlungenJは、ベ
ルリンで刊行された f民俗学協会雑誌 Zeitschriftdes Vereins fur Volkskunde.J 21-22 (1911 
~2 年)に掲載された。





~S 野中正孝 f東京外国語学校史j 不二出版、 2008 年、 540 頁。
26清水兵三「出雲と朝鮮-思い起こすままに-Jr伝承j5号、山陰民俗学会、 1960年9丹、
27頁。






















3i白鳥泰秀 f温突夜話j教育普成株式会社、 1923年、 30-32頁。
3 *韓国精神文化研究i涜 f韓国口碑文学大系J6 -10、7-4、8-2、8-10に収録。









12 *孫晋泰「朝鮮民間説話の研究J10、f新民j38号、 1928年、 64頁0
43 *孫晋泰 f朝鮮民間説話の研究J9、f新民j37号、 1928年、 30頁0
44石井正己、前掲論文、 2009年、 7頁0





46 *黄仁徳「孫晋泰の口碑文学研究Jr口碑文学研究j2号、 1995年、 314頁。
|新刊紹介| 林采完ほか箸
fコ1)アンのディアスポラ国移住ルートと記積回J
I~ 1緊移住機関 (10M:1nternational 
Organization for Migration)によると、地球
上に自分の母国ではない所に住んでいる人
は、約 21，400万人を超えているという。す
なわち、 i止界人口で計算すると 33人のl:j:Jで
i人がこれに当たるといえる。この人々は移
民、労働、亡命、結婚、留学など様々な目的
のために自発的でも他意的にも母国から離
れ、新たな定着:!1JLで、絶ぇ1M]なく、葛藤と適応
過程の'i::Jで、生きている。これは現在がグロー
ノ¥'}レ時代であるということを証明してくれる
ことでもある。このように移住する人々は、
最近「デイアスポラ (Diaspora)Jという概念
を借mし、 1そ界的に活発な却f究が行われてい
る。デイアスポラとは、 Itl技き散らされたも
の」という意味のギリシャ語に1:1:来する言葉
で、元の国家や民族の居住地を離れて暮らす
田氏や民族の集団ないしコミュニティ、また
はそのように離散すること自体を指す。この
デイアスポラは、グロ-)¥}レfヒの主f本として
評価され、ディアスポラを媒介としてますま
す1家問、民族1mの閉じた壁が崩れているヰ1
で、人類は徐々に世界主義的な普遍性と特殊
性が相互に衝突する様相が展開されている。
fコリアンのデイアスポラ司移住ルートと
記憶j というこの本は、韓国全南大学の世
界韓商文化研究毘から出版された本である。
この研究団は、近]克代東北アジアのデイアス
ポラ共同体の歴史的・文化人類学的研究を通
じて、離散の経路と文化領域を学II~J(1ヲに再現
することに焦点を置いている。また、デイア
スポラ(EI，:j::J韓)の分散過程で形成されたデ
イアスポラの移住ルートを系譜学(系@学)
の観点から、地1m化し、移住過程で形成され
た彼らの経験と記憶を「倒別的な記憶ム「
集団的な記憶と領土の再構築 j、「文化の再
構成 jという三つの観点から研究した本であ
る。そして今まで移民などの移住に関する
人々をディアスポラという概念で定義し、韓
国人という民族的な概念を乗越えて、中国の
1刑判矢、ロシアの沿海汁li奇麗人、在日コリア
ン、サハリンのj詩人などを中心に分析し、彼
らの移住の経!挟と記憶を自分たちのライフヒ
ストリーの調査で検証している。『コリアン
デイアスポラJを発行した「全南大学!主界韓
商文化研究団Jは、 2003年に設立された在外
斡由人の1i3f~'Et幾関として fコリアンのデ、イア
スポラjをはじめJ華僑のデイアスポラj、rEI
系人のデイアスポラjなど、日 1:j:1韓のデイア
スポラについて総合的に分析する研究書を発
行している。(李徳雨)
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